別紙様式
平成24年度当初予算　　　支出科目　款：衛生費　　項：保健予防費　　目：精神保健費
	事業名:精神科救急医療システム整備費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　健康福祉部　保健医療課　精神保健福祉担当　電話番号：058-272-1111（内2544）

　　  E-mail：c11223@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：48,533千円（前年度予算額：48,178千円）

	事業内容


	１　事業の内容


（１）精神科救急医療体制整備事業
　　　　　　　　　　　休日や夜間において緊急な医療を要する精神障がい者等が受診できるよう、県内の
民間精神科病院を県西ブロック（岐阜・西濃）と県東ブロック（中濃・東濃・飛騨）
の２ブロックにわけ、各ブロックで診療体制を確保する。
（２）精神科救急情報センター事業
　　　　  24時間体制で精神障がい者または家族からの緊急時の医療電話相談を受けるほか、
必要に応じて医療機関の紹介等を行う。
（３）精神科救急医療システム連絡調整委員会
　　 精神科救急医療体制の円滑な運営を図るため、医師会、精神科病院協会、精神神経

科診療所協会等の関係者によって行う。
　　
	２　所要経費


（１）精神科救急医療体制整備事業　30,933千円
（２）精神科救急情報センター事業  16,732千円
（３）精神科救急医療システム連絡調整委員会  452千円
（４）要医療保護入院患者患者移送費   279千円
（５）指定医人件費 　　　　　　　　  137千円
　　　　　　　　　　　　　　合計  48,533千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅰ 安心して暮らせるふるさと岐阜県づくり
３ 障がいのある人が個性を発揮して暮らせる地域をつくる
	２　これまでの取組状況


　平成22年度においては、土日及び夜間に年間約570人の精神科診療を行い、内219人が入院治療となった。また電話相談は、年間約440件の相談があった。これにより、医療を必要とする精神障がい者等の早期治療による疾患の重篤化の防止を図ることができた。
	３　これまでの取組に対する評価


　精神障がい者の地域移行とともに、地域での医療面での受け入れ体制も必要とされている。精神障がい者等が地域生活を行ううえで、緊急な医療を必要とする場合に、迅速かつ適正な医療を受けられるよう精神科救急医療体制を引き続き確保していく。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	48,178
	23,869
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	24,309

	要求額
	48,533
	24,126
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	24,407
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